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               審   査   の   要   旨 
 
本論文は，消費者行動が詳細かつ膨大に記録されたスキャナーデータを利用して，消費者行動についての計
量経済モデルを推定し，オリーブオイルをはじめとする植物油の消費を分析したものである。国内のオリーブ
オイル消費量は年々拡大しており，日本市場においてももはや主要な植物油の一つとなっている。しかしなが
ら，これまで国内のオリーブオイル消費に対する研究はほとんどなされてこなかった。本論文はオリーブオイ
ルをはじめとした植物油消費と消費者のもつ健康意識との関係性に焦点をあて，明瞭な結果を得た。また，こ
れまで食料消費の分析にあまり用いられてこなかったディリクレモデルや階層ベイズモデルの有効性を示し
たことも，方法論的な貢献といえる。これらの点から，本論文は高い学術的貢献を果たしていると判断された。 
 令和２年１月２０日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
